
アウトブレイクは現場で起こっている! 2024

第39回日本環境感染学会総会・学術集会

教育委員会企画

MK総合病院



現地参加の方へお願い
〜Votingシステムを使用して投票いただきます〜
①ご自身のスマートフォンから、QRコードに
アクセスしてください。

② Votingが開始されるとスマートフォン上に設問と
選択肢が表示されます。
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MK病院NICUの月別新規MRSA検出患者数
（2018年1月～2019年8月12日）

配布資料1
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ＭＫ病院NICUのMRSAの発生密度（率）（2018年1月～2019年8月12日）

ＭＫ病院NICUのMRSAの発生密度（率）

2018年1月～2019年5月で計算した場合：
mean 3.5, SD 2.3, mean+2SD 8.1

配布資料2

発生密度（率）=新規MRSA検出患者数÷NICU延べ入院患者数×1000



ＭＫ病院NICUのMRSA検出患者一覧（薬剤感受性付き）
配布資料3
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薬剤感受性パターンDのMRSAの発生密度（率）

2018年1月～2019年5月で計算した場合：mean 1.0, SD 1.6, mean+2SD 4.2

配布資料4
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病名入院日
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別
症例

AありKuあり清拭ありなしありありR1鼻腔3月5日6301250早産・極低１月5日M
case-

1

BなしKiなし清拭ありなしありありR1鼻腔3月12日7291460早産・極低2月9日日F
case-

2

BありTaあり清拭ありありありありR1鼻腔4月16日5321394早産・極低4月1日F
case-

3

AなしKoあり清拭なしなしなしありR1鼻腔5月7日5331302早産・極低4月21日F
case-

4

AありTaあり清拭なしなしなしなしN1鼻腔5月21日8351800早産・低生5月5日F
case-

5

CなしKoあり沐浴なしなしなしなしN1鼻腔6月4日6332058早産・低生5月21日F
case-

6

AなしKiあり沐浴なしなしなしなしN2鼻腔6月11日7351900早産・低生5月12日F
case-

7

AなしKuあり沐浴なしなしなしありR1鼻腔6月18日4281322早産・極低5月15日M
case-

8

CありKiあり沐浴なしなしなしありR1鼻腔7月9日7362000
先天性水頭

症
6月24日F

case-

9

AなしKiあり沐浴ありなしありありN3鼻腔7月16日6331750早産・低生6月1日F
case-

10

BなしKoあり清拭なしなしなしありR1鼻腔7月23日5341670早産・低生7月1日F
case-

11

AなしKoあり清拭なしなしなしありR1鼻腔7月30日5292130早産・低生6月24日F
case-

12

AなしKoあり清拭なしなしなしありR1鼻腔8月6日5311600早産・低生7月12日F
case-

13

CなしKoあり清拭なしなしなしありR1鼻腔8月6日5322213早産・低生7月19日F
case-

14

BなしKoあり清拭なしなしなしありR1鼻腔8月13日4302000
先天性水頭

症
7月24日F

case-

15

ＭＫ病院NICUの監視培養による薬剤感受性パターンDを示す新規MRSA検出患者
ラインリスト（2019年3月～8月）

配布資料5



割合症例コード変数名尺度種別

13.3 %21（男性）性別名義尺度

86.7 %132（女性）

13.3 %21（N1）ベッド
6.7 %12（N2）

6.7 %13（N3）

73.3 %114（R1）

0.0 %05（R2）

20.0 %30（なし）保育器
80.0 %121（あり）

73.3 %110（なし）挿管
26.7 %41（あり）

93.3 %140（なし）加湿器
6.7 %11（あり）

73.3 %110（なし）気管内吸引
26.7 %41（あり）

66.7 %101（清拭）保清
33.3 %52（沐浴）

6.7 %10（なし）経鼻胃管
93.3 %141（あり）

13.3%21（Ku）主治医
13.3%22（Ta）

26.7 %43（Ki）

46.7%７4（Ko）

73.3 %110（なし）抗菌薬
26.7 %41（あり）

53.3 %81（A）担当チーム
26.7 %42（B）

20.0 %33（C）

症例変数名比率尺度

1723.3平均出生体重（g）

1750中央値

142725パーセンタイル値

200075パーセンタイル値

312.7標準偏差

2213最大値

1250最小値

32平均在胎週数（週）

32中央値

3025パーセンタイル値

33.575パーセンタイル値

2.4標準偏差

36最大値

28最小値

5.7平均Apgar score

5中央値

525パーセンタイル値

6.575パーセンタイル値

1.1標準偏差

8最大値

4最小値

（記述統計結果）配布資料6


